別紙３
　年　　月　　日
情報共有システム活用における誓約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助事業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　当機関が実施する補助対象事業における情報共有システムの活用にあたっては、下記のすべての事項について厳守することを誓約します。

記
（１）システム導入医療機関は、利用者を管理するためのシステム管理者を配置する。
（２）システム管理者は、各診療科及び診療部門の依頼を受けて、利用者のアカウント作成、アカウント権限（病院間の連携において、自病院の画像を相手病院の利用者が閲覧する際の閲覧権限等）の付与、グループへの登録・削除作業を行う。
（３）システム管理者は、システム管理者の指示に従って前項の作業を行うシステム担当者を、システム管理者の責任及び管理において必要に応じて配置する。
（４）システム管理者及びシステム担当者は、自施設のテナントコード、パスワード等を厳重に管理し、これを外部に漏洩しない。
（５）次の各号に掲げる者のみが利用する。
ア、当該システム導入医療機関に所属する職員であり、医療機関の長より運用を許可されている診療科・診療部門に所属している者
イ、その他各医療機関の長が特に許可した者
（６）利用者は離職や退職により利用資格を失ったとき又は申請内容に変更があったときは、システム管理者に届け出なければならない。
（７）システム管理者又はシステム担当者は、利用資格を失った者の登録を、随時抹消する。
（８）システム管理者、システム担当者及び利用者は、当該システムに保存された全ての患者の診療情報が外部に漏洩することのないよう適正に管理及び利用しなければならない。
（９）患者画像は、個人を直接特定できる情報を当システムにより削除する。別の患者の画像と取り違えることがないよう十分に注意し、アップロード前に確認を行う。
（10）病院間の連携において、当該システムへ患者情報を書き込む際には、個人を直接特定できる情報の記載は行わない。
（11）当該システムへ転送した画像は、定期的に消去する。
（12）厚生労働省「医療機関におけるサイバーセキュリティ対策チェックリスト」最新版のチェック項目について、補助対象事業の実施年度中にすべて実施できるよう取り組む。
